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(57)【要約】
【課題】ヒステリシス特性を有する液晶層を含む液晶表
示装置において、前階調の影響を受けずに同一電圧の印
加時に一定の輝度で表現ことが可能な、液晶表示装置お
よび液晶表示装置の駆動方法を提供する。
【解決手段】複数の液晶印加電圧に対する透過率特性曲
線がヒステリシス特性を有する液晶層を含む液晶表示装
置の駆動方法であって、一フレームの階調データに対応
する複数の階調電圧を印加する前に液晶層にリセット電
圧を印加するステップと、ヒステリシス特性による複数
の電圧曲線のうち、印加されたリセット電圧によって選
択された１つの電圧曲線に対応する複数の階調電圧を生
成するステップと、複数の階調電圧を液晶層のうち対応
する領域に印加するステップとを有する、液晶表示装置
の駆動方法が提供される。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の液晶印加電圧に対する透過率特性曲線がヒステリシス特性を有する液晶層を含む
液晶表示装置の駆動方法であって、
　一フレームの階調データに対応する複数の階調電圧を印加する前に前記液晶層にリセッ
ト電圧を印加するステップと、
　前記ヒステリシス特性による複数の電圧曲線のうち、前記印加されたリセット電圧によ
って選択された１つの電圧曲線に対応する複数の階調電圧を生成するステップと、
　前記複数の階調電圧を前記液晶層のうち対応する領域に印加するステップと、
　を有する、液晶表示装置の駆動方法。
【請求項２】
　前記リセット電圧は、飽和電圧または閾値電圧である、請求項１に記載の液晶表示装置
の駆動方法。
【請求項３】
　前記リセット電圧が飽和電圧である場合には、前記リセット電圧によって選択された電
圧曲線は、前記複数の電圧曲線のうちの前記液晶印加電圧が最高値から最小値に減少する
方向による電圧曲線であり、
　前記リセット電圧が閾値電圧である場合には、前記リセット電圧によって選択された電
圧曲線は、前記複数の電圧曲線のうちの前記液晶印加電圧が最小値から最高値に増加する
方向による電圧曲線である、請求項２に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項４】
　前記飽和電圧は、ノーマリーブラックモードの場合にはホワイト電圧である、請求項３
に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項５】
　前記飽和電圧は、ノーマリーホワイトモードの場合にはブラック電圧である、請求項３
に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項６】
　前記液晶層は、液晶、ＲＭ（Ｒｅａｃｔｉｖｅ　ｍｅｓｏｇｅｎ）、および高分子化合
物（Ｐｏｌｙｍｅｒ）が混合した高分子分散型液晶層である、請求項１に記載の液晶表示
装置の駆動方法。
【請求項７】
　前記高分子分散型液晶層は、ＰＤＬＣ（Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｄｉｓｐｅｒｓｅｄ　Ｌｉｑ
ｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ）、ＰＮＬＣ（Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｌｉｑｕｉｄ
　Ｃｒｙｓｔａｌ）、ＰＳＬＣ（Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｓｔａｂｉｌｉｚｅｄ　Ｌｉｑｕｉｄ
　Ｃｒｙｓｔａｌ）、ＬＣＳＰ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｓｔａｂｉｌｉｚｅｄ
　Ｐｏｌｙｍｅｒ）、ＰＳＦＬＣ（Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｓｔａｂｉｌｉｚｅｄ　Ｆｅｒｒｏ
ｅｌｅｃｔｒｉｃ　Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ）のうちより選択されたいずれか１つ
を含む、請求項６に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項８】
　複数の液晶印加電圧に対する透過率特性曲線がヒステリシス特性を有する液晶層を含み
、複数のサブフレームに分割される一つのフレーム期間に前記液晶層が順次に駆動して、
所定の色を表示する液晶表示装置の駆動方法であって、
　前記複数のサブフレームそれぞれに階調データに対応する複数の階調電圧を印加する前
に前記液晶層にリセット電圧を印加するステップと、
　前記ヒステリシス特性による複数の電圧曲線のうち、前記印加されたリセット電圧によ
って選択された１つの電圧曲線に対応する複数の階調電圧を生成するステップと、
　前記複数の階調電圧を、前記液晶層のうち対応する領域に印加するステップと、
　を有する、液晶表示装置の駆動方法。
【請求項９】
　前記選択された電圧曲線は、前記複数の電圧曲線のうちの、前記液晶印加電圧が最高値
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から最小値に減少する方向による電圧曲線である、請求項８に記載の液晶表示装置の駆動
方法。
【請求項１０】
　前記リセット電圧は、飽和電圧または閾値電圧である、請求項８に記載の液晶表示装置
の駆動方法。
【請求項１１】
　前記飽和電圧は、ノーマリーブラックモードの場合にはホワイト電圧である、請求項１
０に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１２】
　前記飽和電圧は、ノーマリーホワイトモードの場合にはブラック電圧である、請求項１
０に記載の液晶表示装置の駆動方法
【請求項１３】
　前記複数のサブフレームは、Ｒ、Ｇ、Ｂサブフレームからなる、請求項８に記載の液晶
表示装置の駆動方法。
【請求項１４】
　前記複数のサブフレームそれぞれは、前記液晶層にリセット電圧が印加される第１区間
と、前記液晶層のうち対応する領域に前記複数の電圧曲線のうち選択された１つの電圧曲
線に対応する複数の階調電圧が印加される第２区間とを含む、請求項８に記載の液晶表示
装置の駆動方法。
【請求項１５】
　前記液晶層は、ＰＤＬＣ（Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｄｉｓｐｅｒｓｅｄ　Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒ
ｙｓｔａｌ）、ＰＮＬＣ（Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔ
ａｌ）、ＰＳＬＣ（Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｓｔａｂｉｌｉｚｅｄ　Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔ
ａｌ）、ＬＣＳＰ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｓｔａｂｉｌｉｚｅｄ　Ｐｏｌｙｍ
ｅｒ）、ＰＳＦＬＣ（Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｓｔａｂｉｌｉｚｅｄ　Ｆｅｒｒｏｅｌｅｃｔｒ
ｉｃ　Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ）のうちより選択されたいずれか１つを含む高分子
分散型液晶層である、請求項８に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１６】
　複数の液晶印加電圧に対する透過率特性曲線がヒステリシス特性を有する液晶層を備え
、映像を表示する複数の画素と、
　一フレーム期間のうちの所定の第１期間に、前記複数の画素それぞれに対してゲートオ
ン電圧レベルの走査信号を同期して伝達し、前記一フレーム期間のうち所定の第２期間に
、前記複数の画素それぞれに対して順次にゲートオン電圧レベルの走査信号を伝達する複
数の走査線と、
　前記複数の画素それぞれに対して、前記第１期間にリセット電圧を伝達し、前記第２期
間に前記ヒステリシス特性による複数の電圧曲線のうち前記印加されたリセット電圧によ
って選択された１つの電圧曲線に対応して生成された複数の階調電圧を伝達する複数のデ
ータ線と、
　前記複数の画素それぞれに対して共通電圧を供給する複数の共通電極線と、
　を含み、
　前記複数の画素それぞれは、前記第２期間に伝達された前記複数の階調電圧を対応する
液晶層に印加して階調を表示する、液晶表示装置。
【請求項１７】
　前記選択された電圧曲線は、前記複数の電圧曲線のうちの、前記液晶印加電圧が最高値
から最小値に減少する方向による電圧曲線である、請求項１６に記載の液晶表示装置。
【請求項１８】
　前記リセット電圧は、飽和電圧または閾値電圧である、請求項１６に記載の液晶表示装
置。
【請求項１９】
　前記飽和電圧は、ノーマリーブラックモードの場合にはホワイト電圧である、請求項１
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８に記載の液晶表示装置。
【請求項２０】
　前記飽和電圧は、ノーマリーホワイトモードの場合にはブラック電圧である、請求項１
８に記載の液晶表示装置。
【請求項２１】
　前記液晶層は、ＰＤＬＣ（Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｄｉｓｐｅｒｓｅｄ　Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒ
ｙｓｔａｌ）、ＰＮＬＣ（Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔ
ａｌ）、ＰＳＬＣ（Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｓｔａｂｉｌｉｚｅｄ　Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔ
ａｌ）、ＬＣＳＰ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｓｔａｂｉｌｉｚｅｄ　Ｐｏｌｙｍ
ｅｒ）、ＰＳＦＬＣ（Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｓｔａｂｉｌｉｚｅｄ　Ｆｅｒｒｏｅｌｅｃｔｒ
ｉｃ　Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ）のうちより選択されたいずれか１つを含む
高分子分散型液晶層である、請求項１６に記載の液晶表示装置。
【請求項２２】
　前記複数の画素それぞれは、
　前記複数の走査線のうちの対応する走査線に連結されるゲート電極、前記複数のデータ
線のうちの対応するデータ線に連結される第１電極、および画素電極に連結される第２電
極を含み、前記走査線を介して伝達された走査信号によってターンオンされ、前記データ
線を介して前記リセット電圧および前記複数の階調電圧が伝達される薄膜トランジスタと
、
　前記薄膜トランジスタの第２電極に連結されて前記画素電極に印加された画素電圧を維
持するストレージキャパシタと、
　前記薄膜トランジスタの第２電極が連結された画素電極と共通電極との間に介在される
前記液晶層と、
　を有する、請求項１６に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液晶表示装置、および液晶表示装置の駆動方法に関し、より詳細には、ヒステ
リシス（Ｈｙｓｔｅｒｅｓｉｓ）特性を有する液晶層を含む液晶表示装置の駆動方法であ
って、前階調の影響を受けずに所望する輝度で階調を表現することが可能な駆動方法に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、陰極線管（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）の短所である重量と体積を減ら
すことが可能な各種平板表示装置が開発されている。平板装置としては、例えば、液晶表
示装置（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ：ＬＣＤ）、電界放出表示装置
（Ｆｉｅｌｄ　Ｅｍｉｓｓｉｏｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ：ＦＥＤ）、プラズマ表示パネル（Ｐ
ｌａｓｍａ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｐａｎｅｌ：ＰＤＰ）、および有機発光表示装置（Ｏｒｇ
ａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄｅｖｉｃｅ）などが挙げ
られる。
【０００３】
　液晶表示装置は、上／下部基板と、上／下部基板の間に注入された液晶からなる液晶パ
ネルと、液晶パネルを駆動させる駆動回路と、液晶に白色光を提供するためのバックライ
トユニットとを備える。
【０００４】
　現在において主流をなしている液晶表示装置に用いられる液晶は、例えば、ＴＮ（Ｔｗ
ｉｓｔｅｄ　Ｎｅｍａｔｉｃ）やＳＴＮ（Ｓｕｐｅｒ　Ｔｗｉｓｔｅｄ　Ｎｅｍａｔｉｃ
）型液晶物質である。上記のような液晶を用いる液晶表示装置は、偏光板を用いるため、
光の利用効率が少なく、コントラスト比が低い。また、上記のような液晶表示装置は表面
配向が必要となるが、画素密度が高まればＴＦＴ（Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓ
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ｔｏｒ。薄膜トランジスタ）素子周囲の配向処理が困難になるだけでなく、視野角が２０
度内外であるという問題点を有する。上記のような問題点を解決するために、偏光板を用
いずに光の透過、散乱モードを表示素子に適用しようとする努力が試みられた。上記のよ
うな努力の結果として、例えば、透明高分子樹脂に液晶を分散させた光散乱モードのＰＤ
ＬＣ（Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｄｉｓｐｅｒｓｅｄ　Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ）やＰＮＬ
Ｃ（Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ）が登場するよう
になった。
【０００５】
　しかしながら、上記のような光散乱モードの高分子分散型液晶物質は、ヒステリシス特
性を有するようになることから前階調の影響を受けるため、同一電圧を印加しても輝度が
一定しない。そのため、上記のような光散乱モードの高分子分散型液晶物質を用いる液晶
表示装置では、階調を表現することが困難である。
【０００６】
　したがって、ヒステリシス特性を有する液晶物質を用いる液晶表示装置において、デー
タ信号による階調データ電圧が一定の輝度で表示されるように制御するために、液晶表示
装置の駆動方法の改善が必要である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】韓国公開特許第１０－１９９４－０００９９２１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、上記問題に鑑みてなされたものであり、本発明の目的とするところは、ヒス
テリシス特性を有する液晶層を含む液晶表示装置において、前階調の影響を受けずに同一
電圧の印加時に一定の輝度で表現ことが可能な、新規かつ改良された液晶表示装置、およ
び液晶表示装置の駆動方法を提供することにある。
【０００９】
　また、本発明の他の目的とするところは、ヒステリシス特性を有する液晶層によって、
前階調表示で少なくとも２つ以上の液晶印加電圧に対する透過率特性曲線（以下、「電圧
曲線」または「Ｖ－Ｔ曲線」と示す場合がある。）がヒステリシス特性（履歴現象）を有
する液晶表示装置において、１つの電圧曲線のみを用い、当該電圧曲線による階調電圧に
よって表示することが可能な、新規かつ改良された液晶表示装置の駆動方法を提供するこ
とにある。
【００１０】
　なお、本発明が解決しようとする技術的課題は上述した技術的課題に制限されるもので
はなく、言及されていないさらに他の技術的課題は、本明細書の記載に基づいて、本明細
書の記載に係る分野において通常の知識を有する者によって明確に理解されるであろう。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記目的を達成するために、本発明の第１の観点によれば、複数の液晶印加電圧に対す
る透過率特性曲線がヒステリシス特性を有する液晶層を含む液晶表示装置の駆動方法であ
って、一フレームの階調データに対応する複数の階調電圧を印加する前に上記液晶層にリ
セット電圧を印加するステップと、上記ヒステリシス特性による複数の電圧曲線のうち、
上記印加されたリセット電圧によって選択された１つの電圧曲線に対応する複数の階調電
圧を生成するステップと、上記複数の階調電圧を上記液晶層のうち対応する領域に印加す
るステップとを有する、液晶表示装置の駆動方法が提供される。
【００１２】
　また、上記リセット電圧は、飽和電圧または閾値電圧であってもよい。
【００１３】
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　また、上記リセット電圧が飽和電圧である場合には、上記リセット電圧によって選択さ
れた電圧曲線は、上記複数の電圧曲線のうちの上記液晶印加電圧が最高値から最小値に減
少する方向による電圧曲線であり、上記リセット電圧が閾値電圧である場合には、上記リ
セット電圧によって選択された電圧曲線は、上記複数の電圧曲線のうちの上記液晶印加電
圧が最小値から最高値に増加する方向による電圧曲線であってもよい。
【００１４】
　また、上記飽和電圧は、ノーマリーブラックモードの場合にはホワイト電圧であっても
よい。
【００１５】
　また、上記飽和電圧は、ノーマリーホワイトモードの場合にはブラック電圧であっても
よい。
【００１６】
　また、上記液晶層は、液晶、ＲＭ（Ｒｅａｃｔｉｖｅ　ｍｅｓｏｇｅｎ）、および高分
子化合物（Ｐｏｌｙｍｅｒ）が混合した高分子分散型液晶層であってもよい。
【００１７】
　また、上記高分子分散型液晶層は、ＰＤＬＣ（Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｄｉｓｐｅｒｓｅｄ　
Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ）、ＰＮＬＣ（Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｌｉｑ
ｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ）、ＰＳＬＣ（Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｓｔａｂｉｌｉｚｅｄ　Ｌｉｑ
ｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ）、ＬＣＳＰ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｓｔａｂｉｌｉ
ｚｅｄ　Ｐｏｌｙｍｅｒ）、ＰＳＦＬＣ（Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｓｔａｂｉｌｉｚｅｄ　Ｆｅ
ｒｒｏｅｌｅｃｔｒｉｃ　Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ）のうちより選択されたいずれ
か１つを含んでいてもよい。
【００１８】
　また、上記目的を達成するために、本発明の第２の観点によれば、複数の液晶印加電圧
に対する透過率特性曲線がヒステリシス特性を有する液晶層を含み、複数のサブフレーム
に分割される一つのフレーム期間に上記液晶層が順次に駆動して、所定の色を表示する液
晶表示装置の駆動方法であって、上記複数のサブフレームそれぞれに階調データに対応す
る複数の階調電圧を印加する前に上記液晶層にリセット電圧を印加するステップと、上記
ヒステリシス特性による複数の電圧曲線のうち、上記印加されたリセット電圧によって選
択された１つの電圧曲線に対応する複数の階調電圧を生成するステップと、上記複数の階
調電圧を、上記液晶層のうち対応する領域に印加するステップとを有する、液晶表示装置
の駆動方法が提供される。
【００１９】
　また、上記選択された電圧曲線は、上記複数の電圧曲線のうちの、上記液晶印加電圧が
最高値から最小値に減少する方向による電圧曲線であってもよい。
【００２０】
　また、上記リセット電圧は、飽和電圧または閾値電圧であってもよい。
【００２１】
　また、上記飽和電圧は、ノーマリーブラックモードの場合にはホワイト電圧であっても
よい。
【００２２】
　また、上記飽和電圧は、ノーマリーホワイトモードの場合にはブラック電圧であっても
よい。
【００２３】
　また、上記複数のサブフレームは、Ｒ、Ｇ、Ｂサブフレームからなってもよい。
【００２４】
　また、上記複数のサブフレームそれぞれは、上記液晶層にリセット電圧が印加される第
１区間と、上記液晶層のうち対応する領域に上記複数の電圧曲線のうち選択された１つの
電圧曲線に対応する複数の階調電圧が印加される第２区間とを含んでいてもよい。
【００２５】
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　また、上記液晶層は、ＰＤＬＣ、ＰＮＬＣ、ＰＳＬＣ、ＬＣＳＰ、ＰＳＦＬＣのうちよ
り選択されたいずれか１つを含む高分子分散型液晶層であってもよい。
【００２６】
　また、上記目的を達成するために、本発明の第３の観点によれば、複数の液晶印加電圧
に対する透過率特性曲線がヒステリシス特性を有する液晶層を備え、映像を表示する複数
の画素と、一フレーム期間のうちの所定の第１期間に、上記複数の画素それぞれに対して
ゲートオン電圧レベルの走査信号を同期して伝達し、上記一フレーム期間のうち所定の第
２期間に、上記複数の画素それぞれに対して順次にゲートオン電圧レベルの走査信号を伝
達する複数の走査線と、上記複数の画素それぞれに対して、上記第１期間にリセット電圧
を伝達し、上記第２期間に上記ヒステリシス特性による複数の電圧曲線のうち上記印加さ
れたリセット電圧によって選択された１つの電圧曲線に対応して生成された複数の階調電
圧を伝達する複数のデータ線と、上記複数の画素それぞれに対して共通電圧を供給する複
数の共通電極線とを含み、上記複数の画素それぞれは、上記第２期間に伝達された上記複
数の階調電圧を対応する液晶層に印加して階調を表示してもよい。
【００２７】
　また、上記選択された電圧曲線は、上記複数の電圧曲線のうちの、上記液晶印加電圧が
最高値から最小値に減少する方向による電圧曲線であってもよい。
【００２８】
　また、上記リセット電圧は、飽和電圧または閾値電圧であってもよい。
【００２９】
　また、上記飽和電圧は、ノーマリーブラックモードの場合にはホワイト電圧であっても
よい。
【００３０】
　また、上記飽和電圧は、ノーマリーホワイトモードの場合にはブラック電圧であっても
よい。
【００３１】
　また、上記液晶層は、ＰＤＬＣ、ＰＮＬＣ、ＰＳＬＣ、ＬＣＳＰ、ＰＳＦＬＣのうちよ
り選択されたいずれか１つを含む
高分子分散型液晶層であってもよい。
【００３２】
　また、上記複数の画素それぞれは、上記複数の走査線のうちの対応する走査線に連結さ
れるゲート電極、上記複数のデータ線のうちの対応するデータ線に連結される第１電極、
および画素電極に連結される第２電極を含み、上記走査線を介して伝達された走査信号に
よってターンオンされ、上記データ線を介して上記リセット電圧および上記複数の階調電
圧が伝達される薄膜トランジスタと、上記薄膜トランジスタの第２電極に連結されて上記
画素電極に印加された画素電圧を維持するストレージキャパシタと、上記薄膜トランジス
タの第２電極が連結された画素電極と共通電極との間に介在される上記液晶層とを有して
いてもよい。
【発明の効果】
【００３３】
　本発明によれば、ヒステリシス特性を有する液晶層を含む液晶表示装置において、前階
調の影響を受けずに同一電圧の印加時に一定の輝度で表現ことができる。より具体的には
、本発明によれば、ヒステリシス特性がある液晶層を有する液晶表示装置の階調表現時に
、液晶のヒステリシスに基づく前階調の影響によって、同一データ電圧を印加しても一定
の輝度で階調を表現することが困難であるという困難を改善することが可能な液晶表示装
置の駆動方法を提供することができる。
【００３４】
　また、本発明によれば、ヒステリシス特性を有する液晶層によって、前階調表示で少な
くとも２つ以上の液晶印加電圧に対する透過率特性曲線がヒステリシス特性（履歴現象）
を有する液晶表示装置において、１つの電圧曲線のみを用い、当該電圧曲線による階調電
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圧によって表示することができる。より具体的には、本発明によれば、ヒステリシス特性
を有する液晶層によって複数のＶ－Ｔ曲線がヒステリシス特性を有し、これに対応して表
現される同一階調電圧に対する輝度が異なるという点を改善し、単一のＶ－Ｔ曲線を選択
して用いて階調を表現することにより、正確な輝度を表現する高品質の液晶表示装置を提
供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】従来の液晶表示装置のＶ－Ｔ曲線を示すグラフである。
【図２】ヒステリシス特性を有する液晶層を備える従来の液晶表示装置における色別Ｖ－
Ｔ曲線を示すグラフである。
【図３】本発明の一実施形態に係る画素駆動回路を示す回路図である。
【図４】本発明の一実施形態に係る図３の画素駆動回路の動作を説明するタイミング図で
ある。
【図５】本発明の他の一実施形態に係る図３の画素駆動回路の動作を説明するタイミング
図である。
【図６】本発明の一実施形態に係る液晶表示装置の駆動方法を説明するためのＶ－Ｔ曲線
グラフである。
【図７】本発明の一実施形態に係る液晶表示装置の駆動方法を説明するためのＶ－Ｔ曲線
グラフである。
【図８】本発明の一実施形態に係る液晶表示装置の駆動方法によって階調表現が改善され
た状態を示すＶ－Ｔ曲線グラフである。
【発明を実施するための形態】
【００３６】
　以下に添付図面を参照しながら、本発明の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお、本明細書および図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素について
は、同一の符号を付することにより重複説明を省略する。また、以下では、代表して第１
実施形態で説明し、その他の実施形態では第１実施形態と異なる構成についてのみを説明
する。また、本発明の実施形態を明確に説明するために、説明上で不必要な部分は説明を
省略する。また、明細書全体において、ある部分が他の部分と「連結」しているとすると
き、これは「直接的に連結」している場合だけではなく、その中間に他の素子を間におい
て「電気的に連結」している場合も含む。さらに、ある部分がある構成要素を「含む」と
するとき、これは特に反対となる記載がない限り、他の構成要素を除くのではなく、他の
構成要素をさらに含むことを意味する。
【００３７】
　図１は、一般的な液晶素子を有する従来の液晶表示装置の液晶印加電圧に対する透過率
を示すＶ－Ｔ曲線グラフである。
【００３８】
　図１から分かるように、一般的な液晶表示装置は、印加されるデータ電圧の増加および
減少とは関係なく同一なＶ－Ｔ特性を有する。したがって、Ｖ－Ｔ曲線によって一定の電
圧に定められた階調を表現することが可能である。
【００３９】
　しかしながら、一般的な液晶表示装置の光利用効率を改善してコントラスト比を高める
ために開発した高分子分散型液晶を用いる液晶表示装置では、液晶層が有するヒステリシ
ス特性（履歴現象）によって、Ｖ－Ｔ曲線がヒステリシス特性を有するようになる。
【００４０】
　すなわち、ヒステリシス特性を有する液晶層を備える液晶表示装置の色別Ｖ－Ｔ曲線を
示す図２のグラフから分かるように、Ｒ、Ｇ、Ｂのように同一色を表現する場合にも、前
フレームの階調電圧と現在フレームの階調電圧の電圧変化に応じてそれぞれ２つの相違し
たＶ－Ｔ曲線を示すことにより、Ｖ－Ｔ曲線がヒステリシス特性を有するようになる。
【００４１】
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　また、上記の場合には、同一電圧を印加しても、前階調電圧が現在印加された電圧より
も小さい電圧値であるか大きい電圧値であるかにより、対応する電圧曲線が異なるように
なる。
【００４２】
　したがって、前階調によって同一電圧であっても輝度が異なるため、γチューニングが
困難となり、輝度特性が低下するという問題点が発生するようになる。
【００４３】
　図２のグラフにおいて、青色を表現する電圧曲線を例に挙げると、現在フレームに印加
される階調電圧が前フレームに印加される階調電圧に比べて大きい場合に電圧変化が増加
する。上記により、２つのＶ－Ｔ曲線のうち下側のＶ－Ｔ曲線に対応して階調が表現され
る。
【００４４】
　また、現在印加される階調電圧が以前に印加された階調電圧に比べて小さい場合は電圧
変化が減少したものであるため、２つのＶ－Ｔ曲線のうち上側のＶ－Ｔ曲線に対応して階
調が表現される。
【００４５】
　上記により、現在フレームで同一電圧を表示しようとしても、ヒステリシス特性を有す
る少なくとも２つ以上のＶ－Ｔ曲線により、前階調電圧が何であるかによって液晶透過率
に差が生じ、輝度が互いに異なるようになる。
【００４６】
　より具体的には、例えば、前階調が２０ｇｒａｙであったが現在は３２ｇｒａｙに変化
する場合と、前階調が４０ｇｒａｙであったが現在は３２ｇｒａｙに変化する場合は、現
在階調電圧は同一であるが複数のＶ－Ｔ曲線のヒステリシス特性によって相違したＶ－Ｔ
曲線が適用されて同一する透過率を有することができない。よって、上記の場合には、輝
度が異なるという問題が発生する。
【００４７】
　そこで、本発明の一実施形態に係る液晶表示装置の駆動方法では、上記のようにヒステ
リシス特性を有する液晶層を用いる液晶表示装置において同一電圧が印加されて階調を表
現するとき、前階調とは関係なく同一する輝度で表現されるように、駆動方法の改善を図
る。
【００４８】
　図３は、本発明の一実施形態に係る画素駆動回路を示す回路図である。
【００４９】
　本発明の一実施形態に係る複数の画素を備える液晶表示パネルは、例えば一般的な液晶
表示装置に備えられる場合においても表示が可能であるため、例えば、制御部、データド
ライバ、ゲートドライバ、電源供給部などのように、一般的な液晶表示装置の細部構成に
ついては、説明を省略する。
【００５０】
　映像データ信号によって映像を表示する液晶表示パネルを構成する複数の画素それぞれ
は、図３に示すように、複数のデータ線のうち対応するデータ線（Ｄｍ）と複数の走査線
のうち対応する走査線（ＳＣｎ）が交差する所定の領域に配置され、対応するデータ線（
Ｄｍ）および対応する走査線（ＳＣｎ）とそれぞれ連結されている。
【００５１】
　より具体的には、複数のデータ線は、垂直方向に伸張してデータドライバ（図示せず）
に連結され、複数の走査線は、水平方向に伸張してゲートドライバ（図示せず）に連結さ
れる。
【００５２】
　複数の走査線のうち対応する走査線（ＳＣｎ）は、図３の画素に配置された薄膜トラン
ジスタ１０のゲート電極に連結され、複数のデータ線のうち対応するデータ線（Ｄｍ）は
、薄膜トランジスタ１０の第１電極に連結される。
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【００５３】
　対応する走査線（ＳＣｎ）を介して印加される走査信号によって薄膜トランジスタ１０
はターンオンされ、ターンオンされた薄膜トランジスタ１０の第１電極を介して一フレー
ム期間に所定の電圧が伝達される。すなわち、一フレーム期間のうち所定の第１期間にリ
セット電圧が伝達され、一フレーム期間のうち所定の第２期間にデータ信号によるデータ
電圧が伝達される。
【００５４】
　薄膜トランジスタ１０の第１電極と対向する第２電極は、ストレージキャパシタ（Ｃｓ
ｔ）と液晶層（ＣＬＣ）に連結される。
【００５５】
　ストレージキャパシタ（Ｃｓｔ）の一側端子は、薄膜トランジスタ１０の第２電極と連
結され、他側端子は、共通電極と連結されるか、あるいは別途に備えられた電極に連結さ
れてもよい。
【００５６】
　また、液晶層（ＣＬＣ）は、一端が薄膜トランジスタ１０の第２電極と連結される画素
電極であり、他端は共通電極に連結されて共通電圧Ｖｃｏｍが印加される。
【００５７】
　共通電極は、共通電極ラインを介して液晶表示パネルに含まれている複数の画素それぞ
れの液晶層（ＣＬＣ）に共通電圧Ｖｃｏｍを印加してもよい。
【００５８】
　液晶層（ＣＬＣ）は上部基板および下部基板の間に液晶を含むが、本発明の一実施形態
によれば、液晶層（ＣＬＣ）としては、例えば、複数の液晶印加電圧に対する光透過率特
性曲線（Ｖ－Ｔ曲線または電圧曲線）が前階調電圧の影響によってヒステリシス特性を有
するようになる液晶層が用いられる。例えば、液晶層（ＣＬＣ）としては、ヒステリシス
特性を有する高分子分散型液晶層が挙げられる。
【００５９】
　また、高分子分散型液晶層としては、例えば、液晶、ＲＭ（Ｒｅａｃｔｉｖｅ　ｍｅｓ
ｏｇｅｎ）、および高分子化合物（Ｐｏｌｙｍｅｒ）などを混合して形成されるが、本発
明の実施形態に係る高分子分散型液晶層は、上記に限られない。例えば、本発明の実施形
態に係る高分子分散型液晶層としては、ＰＤＬＣ（Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｄｉｓｐｅｒｓｅｄ
　Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ）、ＰＮＬＣ（Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｌｉ
ｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ）、ＰＳＬＣ（Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｓｔａｂｉｌｉｚｅｄ　Ｌｉ
ｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ）、ＬＣＳＰ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｓｔａｂｉｌ
ｉｚｅｄ　Ｐｏｌｙｍｅｒ）、ＰＳＦＬＣ（Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｓｔａｂｉｌｉｚｅｄ　Ｆ
ｅｒｒｏｅｌｅｃｔｒｉｃ　Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ）のうちより選択されたいず
れか１つの物質が用いられてもよい。
【００６０】
　高分子分散型液晶層（ＣＬＣ）は、光透過率が良好であってコントラスト比が改善され
るという効果があるが、前階調の影響を受け、現在データ信号による階調表現において正
確かつ一定の輝度で表現されないヒステリシスが発生するという問題がある。
【００６１】
　本発明の実施形態では、上記のようなヒステリシスの影響を減少させて階調表現を正確
にするために、１つのフレーム期間に階調表現以前にリセット電圧を印加する期間を設定
する。
【００６２】
　図３において、画素の薄膜トランジスタ１０の第１電極は、ゲートオン電圧レベルの走
査信号が薄膜トランジスタ１０に伝達されてターンオンされるときにデータ信号によるデ
ータ電圧（Ｖｄ）が印加されるが、さらに当該フレーム期間にデータ電圧（Ｖｄ）が印加
される前にリセット電圧が印加されて液晶層（ＣＬＣ）をリセットさせる。
【００６３】
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　リセット電圧は、薄膜トランジスタ１０の第１電極と第２電極を介して液晶層の画素電
極に伝達され、液晶層（ＣＬＣ）をリセットさせる。
【００６４】
　ここで、リセット電圧は特に制限されるものではないが、例えば、飽和電圧を印加して
もよい。一実施形態として、ノーマリーブラックモード（Ｎｏｒｍａｌｌｙ　ｂｌａｃｋ
　ｍｏｄｅ）では、ホワイト電圧レベルとしてリセット電圧を設定してもよく、ノーマリ
ーホワイトモード（Ｎｏｒｍａｌｌｙ　ｗｈｉｔｅ　ｍｏｄｅ）では、ブラック電圧レベ
ルとしてリセット電圧を設定してもよい。また、場合によっては、画素に印加されるデー
タ電圧の絶対値のうち最大値の電圧レベルと同一であるか、それ以上のレベルでリセット
電圧が設定されてもよい。
【００６５】
　このとき、前階調表現のために前階調データ電圧に対応して配列されていた高分子分散
型液晶は、現在の階調表現のための階調データ電圧が印加される前にリセット電圧に対応
して再配置される。したがって、現在階調データ電圧が印加されて表示されるとき、前フ
レームにおける階調電圧による影響を受けないようになる。
【００６６】
　リセット電圧が伝達されれば、ゲートオン電圧レベルを有する走査信号が伝達されると
き、薄膜トランジスタ１０がターンオンされて薄膜トランジスタ１０の第１電極からデー
タ電圧（Ｖｄ）が印加され、第２電極を介して液晶層（ＣＬＣ）の画素電極に伝達される
。液晶表示装置の製造工程上、薄膜トランジスタ１０の第２電極は液晶の画素電極と電気
的に短絡する。したがって、第２電極に示される電圧は、画素電極の電圧（Ｖｐ）と同一
値を有する。したがって、伝達されるデータ電圧（Ｖｄ）は画素電極の電圧（Ｖｐ）とな
り、液晶層（ＣＬＣ）に含まれている液晶は、画素電極の電圧（Ｖｐ）と共通電極に印加
される共通電圧Ｖｃｏｍとの差によって分子配向が決定され、液晶の背面から発光する光
源によって所定のイメージが表示される。
【００６７】
　本発明の一実施形態によれば、液晶層（ＣＬＣ）に含まれている液晶は、データ電圧（
Ｖｄ）が画素電極に印加される前にリセット電圧によって再配列（リセット）されるため
、ヒステリシス特性が発生する２つのＶ－Ｔ曲線のうち１つのＶ－Ｔ曲線のみを用いてデ
ータ電圧の階調を表現することができる。
【００６８】
　液晶層（ＣＬＣ）の画素電極に共通して連結したストレージキャパシタ（Ｃｓｔ）は、
所定の期間に伝達されるリセット電圧または階調データ電圧を維持する機能を実行する。
【００６９】
　図４は、本発明の一実施形態に係る図３の画素駆動回路の動作を説明するタイミング図
面である。
【００７０】
　図４は、図３に示す画素を複数含む液晶表示パネルを備える液晶表示装置であり、複数
の画素それぞれに走査信号が伝達され、データ信号による映像を表示する駆動過程をタイ
ミング図として示したものである。
【００７１】
　図４によれば、本発明の実施形態に係る液晶表示装置の駆動方法は、１つのフレーム内
に２区間リセット区間（Ｔ１０）およびデータ記入区間（Ｔ２０）を含む。すなわち、１
つのフレームは前フレームにおいて前階調データ電圧によって表示された液晶層（ＣＬＣ
）をリセットさせるリセット区間（Ｔ１０）と、現在フレームにおいてデータ信号による
データ電圧が伝達されて階調を表現するデータ記入区間（Ｔ２０）とに区分される。
【００７２】
　まず、リセット区間（Ｔ１０）は時点（ｔ１）から時点（ｔ２）に至る区間であり、リ
セット区間（Ｔ１０）の液晶表示パネルを構成する複数の画素それぞれの薄膜トランジス
タ１０のゲート電極と連結した複数の走査線を介して複数の走査信号（Ｓ１～Ｓｎ）が伝
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達される。複数の走査信号（Ｓ１～Ｓｎ）は、液晶表示パネルの複数の画素のうち画素行
に沿って配置された複数の走査線それぞれに伝達される。リセット区間においてすべての
画素それぞれに含まれている薄膜トランジスタ１０のゲート電極に伝達される走査信号が
所定のゲートオン電圧レベルで伝達されるため、薄膜トランジスタ１０はリセット区間に
ターンオンされる。上記により、リセット区間（Ｔ１０）の薄膜トランジスタ１０の第１
電極と連結した対応するデータ線を介してリセット電圧（Ｖｒ）が伝達される。
【００７３】
　一実施形態によれば、リセット電圧（Ｖｒ）は、例えば、データ電圧の絶対値のうち最
大値と同一するか、より大きい飽和電圧であってもよい。他の実施形態によれば、リセッ
ト電圧（Ｖｒ）は、例えば、ホワイト電圧レベルまたはブラック電圧レベルであってもよ
い。
【００７４】
　リセット電圧（Ｖｒ）が複数の画素それぞれに伝達され、複数の画素それぞれに含まれ
ている液晶層（ＣＬＣ）の画素電極に伝達されれば、液晶層（ＣＬＣ）に含まれている液
晶がリセット電圧（Ｖｒ）に対応して再配列される。上記により、前フレームにおける階
調データ電圧による液晶配列特性が現在フレームの階調データ表現に影響を与えなくなる
。
【００７５】
　次に、時点（ｔ３）から時点（ｔ４）に至る区間は、データ記入区間（Ｔ２０）である
が、当該区間に複数の画素行に連結する複数の走査線それぞれに伝達される複数の走査信
号（Ｓ１～Ｓｎ）は、画素行に沿って順次にゲートオン電圧レベルで伝達される。すなわ
ち、時点（ｔ３）で最初の走査線に伝達される走査信号（Ｓ１）がゲートオン電圧レベル
で最初の画素行に含まれている複数の画素それぞれに伝達された後、続いて第２走査線に
伝達される走査信号（Ｓ２）がゲートオン電圧レベルで第２画素行に含まれている複数の
画素それぞれに伝達される。
【００７６】
　上記のような方式により、最後の画素行であるｎ番目の画素行に連結した走査線を介し
て、ｎ番目の走査信号（Ｓｎ）がゲートオン電圧レベルで伝達される。
【００７７】
　液晶表示パネルに含まれているすべての画素が画素行に沿って順次にスキャンされ、順
次に画素行に含まれている複数の画素それぞれに含まれている薄膜トランジスタがターン
オンされる。
【００７８】
　画素行に沿って順次にターンオンされた薄膜トランジスタ１０の第１電極を介して対応
するデータ線（Ｄｍ）からデータ電圧が伝達される。現在フレーム間に複数の画素それぞ
れに伝達されるデータ電圧レベルはそれぞれ相違しており、対応するデータ電圧が液晶層
（ＣＬＣ）の画素電極の電圧に伝達され、液晶層（ＣＬＣ）の液晶は画素電極の電圧と共
通電極の電圧差によって配列され、対応するデータ電圧に応じた階調を表現する。
【００７９】
　図５は、図４に示す実施形態とは異なる実施形態に係る図３の画素駆動回路の動作を説
明するタイミング図である。図５の実施形態に係る液晶表示装置の駆動方法は、１つのフ
レームを複数のサブフレーム（Ｒｓｕｂ、Ｇｓｕｂ、Ｂｓｕｂ）から構成することができ
る。
【００８０】
　図５を参照すると、複数のサブフレームのうちの一つであるＲサブフレーム（Ｒｓｕｂ
）は、リセット区間（Ｐ１０）およびデータ記入区間（ＰＲ）から構成される。すなわち
、Ｒサブフレーム（Ｒｓｕｂ）は、前フレームまたは前サブフレームで対応する階調デー
タ電圧によって映像を表示させた液晶層（ＣＬＣ）をリセットさせるためのリセット電圧
を印加するリセット区間（Ｐ１０）を含む。図５に示す実施形態では、複数のサブフレー
ムのうち、初期サブフレーム期間内にリセット区間を設けているが、これは一例に過ぎず
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、例えば、各サブフレーム期間の初期に所定のリセット区間を設定することができる。時
点（ａ１）～時点（ａ２）のリセット区間（Ｐ１０）の間、液晶表示パネルを構成する複
数の画素それぞれの薄膜トランジスタ１０のゲート電極と連結した複数の走査線を介して
複数の走査信号（Ｓ１～Ｓｎ）が伝達される。上記によって、複数の画素それぞれの薄膜
トランジスタ１０は、リセット区間の間にターンオンされ、データ線を介してリセット電
圧が伝達される。
【００８１】
　Ｒサブフレーム（Ｒｓｕｂ）のリセット区間（Ｐ１０）が経過した後、時点（ａ３）か
ら時点（ａ４）まで液晶表示パネルを構成する複数の画素それぞれの薄膜トランジスタ１
０に複数の走査信号（Ｓ１～Ｓｎ）が順次に伝達される。上記によって、画素行に含まれ
ている複数の画素それぞれに含まれている薄膜トランジスタ１０が順次にターンオンされ
、順次にターンオンされた薄膜トランジスタ１０の第１電極を介してデータ線からＲサブ
フレーム（Ｒｓｕｂ）に対応するデータ電圧が伝達される。続いて、時点（ａ４）から１
番目の画素行に対応する走査信号から順次に複数の走査信号（Ｓ１～Ｓｎ）が伝達されて
、Ｇサブフレーム（Ｇｓｕｂ）のデータ記入区間（ＰＧ）にＧサブフレーム（Ｇｓｕｂ）
に対応するデータ電圧が伝達される。続いて、時点（ａ５）から再び順次に複数の走査信
号（Ｓ１～Ｓｎ）が伝達されて、Ｂサブフレーム（Ｂｓｕｂ）のデータ記入区間（ＰＢ）
では同一な方式でＢサブフレーム（Ｂｓｕｂ）に対応するデータ電圧が伝達される。
【００８２】
　図６および図７は、本発明の一実施形態に係る液晶表示装置の駆動方法を説明するため
のＶ－Ｔ曲線グラフである。
【００８３】
　本発明の一実施形態に係る液晶表示装置は、ヒステリシス特性を有する液晶層（ＣＬＣ
）を含むため、図６に示すように階調電圧を表示するとき、前階調電圧に対比して階調電
圧が増加する場合と減少する場合それぞれに適用されるＶ－Ｔ曲線が相違する。
【００８４】
　すなわち、電圧が増加する場合、図６のＶ－Ｔ曲線のうち下側の電圧曲線に対応して当
該電圧に対する光透過率を有するように配列され、このような光透過率による輝度が実現
される。
【００８５】
　反対に、電圧が減少する場合、図６のＶ－Ｔ曲線のうち上側の電圧曲線に対応して当該
電圧に対する光透過率を有するように配列され、これによる輝度で表示がされる。
【００８６】
　したがって、前フレームの階調データ電圧と比較して現在フレームの階調データ電圧が
増加したり減少するかによって異なる電圧曲線で階調が表現されるため、同一電圧である
にもかかわらず液晶層のヒステリシスによって光透過率が異なり、輝度が異なるようにな
る。
【００８７】
　本発明の一実施形態に係る駆動方法は、図６に示すように、各フレームの初期、すなわ
ち、各フレームからデータ電圧が伝達される前にリセット電圧を印加するリセット区間を
挿入し、液晶層の液晶配列をリセット電圧に対応する分子配向で再配列させる。
【００８８】
　上記により、現在フレームで階調データ電圧が印加されるとき、対応する階調データ電
圧による光透過率を適用することにおいて、ヒステリシス特性を有する２つのＶ－Ｔ曲線
のうち１つの単一の電圧曲線に適用できるようにする。ここで、リセット電圧は、例えば
図６に示すように、飽和電圧としてホワイト電圧レベルで設定されてもよい。上記の場合
には、例えば、液晶印加電圧が最高値から最小値に減少する方向に対応する電圧減少のＶ
－Ｔ曲線が選択され、選択されたＶ－Ｔ曲線に基づいて階調データ電圧に対応する輝度が
表示される。
【００８９】
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　具体的に、図７を参照しながら、本発明の液晶表示装置の駆動方法について説明する。
【００９０】
　前フレームでは０ｇｒａｙと６３ｇｒａｙをそれぞれ表現していたが現在フレームでは
３２ｇｒａｙを表現する場合、ヒステリシス特性を有する液晶層を含む液晶表示装置では
、ヒステリシス特性を有するそれぞれ相違するＶ－Ｔ曲線に沿って階調が変化する。すな
わち、０ｇｒａｙから３２ｇｒａｙに変わる場合は電圧が増加する場合であるため、液晶
印加電圧が増加する方向の電圧増加のＶ－Ｔ曲線が適用され、６３ｇｒａｙから３２ｇｒ
ａｙに変わる場合には液晶印加電圧が減少する方向の電圧減少のＶ－Ｔ曲線が適用される
。したがって、３２ｇｒａｙを同一に表現する場合であるにもかかわらず、前フレームの
階調データ電圧の影響を受け、液晶表示装置の液晶層はそれぞれ約０．８５、０．９程度
の相違した光透過率を有するように配列される。上記により、同一階調データ電圧に対す
る輝度差が発生する。
【００９１】
　しかしながら、本発明の実施形態に係る液晶表示装置の駆動方法では、前フレームで表
現された階調が０ｇｒａｙあるいは６３ｇｒａｙであるかに関係なく、飽和電圧で液晶が
再配列されてリセットされる。図７では、ホワイト電圧レベルでリセット電圧が設定され
た例を示しているが、これによって前フレームで表現された０ｇｒａｙに対応する電圧が
飽和電圧のリセット電圧の電圧レベルまで増加する。その後、現在フレームで３２ｇｒａ
ｙを表現するために２つのＶ－Ｔ曲線のうち電圧減少のＶ－Ｔ曲線を選択し、単一の電圧
曲線に対応して輝度が発生する。
【００９２】
　前フレームで６３ｇｒａｙに対応する電圧で表示された場合、リセット以降に２つのＶ
－Ｔ曲線のうち電圧減少のＶ－Ｔ曲線に対応して３２ｇｒａｙを表現するものであるため
、前フレームの階調データ電圧に関係なく、現在フレームで３２ｇｒａｙを同一輝度で表
現できるようになる。
【００９３】
　図８は、本発明の一実施形態に係る液晶表示装置の駆動方法によって階調表現が改善さ
れた状態を示すＶ－Ｔ曲線グラフである。ヒステリシス特性を有する液晶層を含む本発明
の実施形態に係る液晶表示装置の駆動方法は、図８に示すように、階調表現時にヒステリ
シス特性を有する複数のＶ－Ｔ曲線のうち液晶印加電圧が減少する方向の電圧減少Ｖ－Ｔ
曲線を選択して階調表現に適用するＶ－Ｔ曲線を一致させる。よって、本発明の実施形態
に係る液晶表示装置の駆動方法が用いられることによって、同一するデータ電圧による輝
度が一定に表現される。また、リセット電圧を単一電圧で設定するため、本発明の実施形
態に係る液晶表示装置の駆動方法は、駆動が単純で適用が容易である。
【００９４】
　なお、本発明の上記実施形態では、リセット電圧として飽和電圧を設定したことを例示
したが、必ずしもこれに制限されものではなく、例えば、液晶の閾値電圧で設定してもよ
い。ここで、リセット電圧として液晶の閾値電圧が設定される場合は、例えば、図２に示
す緑色を表現するヒステリシス特性による複数の電圧曲線のようにブラック輝度が一致す
るときである。このとき、ブラック電圧がリセット電圧として設定され、階調を表現する
場合には、複数の電圧曲線のうち液晶印加電圧が増加する方向の電圧増加曲線が選択され
て階調が表現される。
【００９５】
　以上、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について説明したが、本発明は
係る例に限定されないことは言うまでもない。当業者であれば、特許請求の範囲に記載さ
れた範疇内において、各種の変更例または修正例に想到し得ることは明らかであり、それ
らについても当然に本発明の技術的範囲に属するものと了解される。
【００９６】
　例えば、明細書で説明した各構成要素の物質は、当業者が公知された多様な物質から容
易に選択して代替することができる。また、当業者は、本明細書で説明された構成要素の



(15) JP 2012-103665 A 2012.5.31

うち一部を性能の劣化なく省略したり性能を改善するために構成要素を追加することがで
きる。さらに、当業者は、工程環境や装備に応じて、本明細書で説明した方法段階の順序
を変更することもできる。
【符号の説明】
【００９７】
　１０　　薄膜トランジスタ
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